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抄 録

本研究では、アタッチメント形成、ペアレンティングトレーニング、応用行動分析の手法を用い

た母親の介入について、対象児が生後５ヶ月時から２歳10ヶ月時まで時期のかかわりについて考察

した。具体的には、アタッチメント形成では肯定的自己像を育むための呼名の工夫、基本的信頼感

の形成のための替え歌、スキンシップを意識した指文字、うまれっこ、くすぐり等を行った。ペア

レンティングトレーニングとしてのネガティブな情動のコントロールでは、呼名の変更、ブローク

ンレコード、スモール・ステップを意識してかかわりを行った。応用行動分析では、視覚と言語化

によるプロンプト、トークンによる社会的適応行動の強化を行った。母親が意図して好意的・肯定

的な言葉がけを行うこと、暴力・暴言・過干渉に至ることを回避するかかわりを心がけること、適

応行動の促進・強化を図る対応を行うことで、安定的な母子関係を維持することを目指した。母子

のかかわりは双方向であるため、それぞれの気質や特性を配慮しながら、継続的に介入を行うこと

が重要である。

キーワード：アタッチメント、応用行動分析、ペアレンティングトレーニング、自尊感情

1．問題の所在と目的

児童虐待が問題視されるようになって久しい。自治体においても、保健師等による新生児全戸訪

問等様々な対策が取られている1。しかし、事象が起こってからの事後対応は非常に難しく、また支

援期間も長期化することが多い2。また増加傾向にある虐待ケースを限られた職員で担当するのは、

職員個人にかかる負担も大きいと思われる。

児童虐待は、種々の要因によって発生すると考えられるが、その要因は決して単純なものではな

い。子どもの気質と親の気質が異なっていることによる親の側の育児困難感の増幅、その時点での

いわゆる「育てにくい子」と総称される発達の凸凹の大きさ、子どもに対する育児スキル構築の難

しさ、核家族化等の家族構成人員の少なさによる一人にかかる荷重の大きさ等が考えられる3。渡

辺は子育てにおいては、親自身が知らぬ間に押し殺してきた記憶が子どもに伝わることを指摘し、

また同時に心の問題は、ある日突然出現するのではなく毎日の積み重ねから生まれるとも述べてい

る4。親自体の積み残してきた発達課題や心理的葛藤・抑圧、親子双方の気質、家庭において限定的
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な者、多くの場合母親となるが、負担の大きい役割を固定的に担う等の小さなストレス状況がいく

つも積み重なり、またその要因が複雑に絡み合い、深刻な虐待ケースが発生すると考えられる。育

児においては、親・大人による子どもへの働きかけの側面、親から子どもが焦点化されがちだが、

子どもも親・大人に対し、様々な働きかけを行っている。子どもから親へのかかわり、例えば新生

児微笑等である。米澤は愛着の問題がかかわると思われるケースでは、学校や保育所・幼稚園側は

介入しにくい「家庭の問題」「親の養育態度の問題」であると判断してしまい、あるいはそういう対

応をせざるを得ず、子どもの問題行動は放置されたままになることが極めて多いのが現実である、

と指摘する5。また同著書の中で、米澤は愛着形成不全、もしくは、未形成の問題は産んだ母親だけ

の責任だけではなく、それは母親に押しつけられていいものではない。なぜなら、愛着の問題は、

誰かが母親機能を果たしていないという点にあるからであるとも述べている6。ネガティブな情動

感情を和らげる安全基地感覚が親密な世話に代表される母親機能によって子どもの中に形成される

なら、母親機能の役割を担い果たすのは産んだ母親に限定されないと考えられる。親は最初から親

になるのではない。子どもとのかかわりによって親となり、人間としての人格的な成長を遂げる側

面もある。柏木らは、子どもの養育に主にかかわっている母親は、育児に対して肯定的感情も否定

的感情も両方を持ち合わせたアンビバレントな心境にあることがわかっていることを指摘する7。

しかし、目良は、単に子どもにかかわる時間が長ければ、親となることによって自分が成長したと

実感するということではなく、子どもに接することを通じて経験する肯定的感情と否定的感情の入

り混じった複雑な気持ちが親にさまざまなことを考える機会を与え、ひとつのことにこだわらない

柔軟さや、他人の立場に立って物事を考えてみるように促しているのではないだろうか、と指摘する8。

以上をふまえて本研究では、親から子どものみならず、子どもから親への双方向のかかわりをよ

り良いものとし、そもそも児童虐待が発生しないような環境づくりを構築するための予防的アプ

ローチを検討することとしたい。

2．研究の方法

本研究は、親子双方向のかかわりを改善する、児童虐待の予防的アプローチとして、特に母子関

係を中心に検討する。具体的には、筆者の一人が、母として自分の娘である１女児に対して、アタッ

チメント形成、ペアレンティングトレーニング、応用行動分析（ABA）の方法を用いて働きかけた

結果について考察する。対象時期は女児が生後５ヶ月から２歳10ヶ月に至るまでの期間である。分

析資料としては、母の記述した育児カレンダー、母子手帳等とする。母は教育関係機関に所属し、

教育学に対する知識はあるが、医療職・教職・保育職・福祉職等の専門職ではない。

3．結果

3.1 アタッチメントを育む働きかけ

人間は、生後すぐから構築される養育者との親密な関係、例えば、エリクソンにおいては基本的

信頼関係と称されるが、それを基盤として、他者との関係をつくっていく。この基盤となる一対一

の人間関係を、特にアタッチメントと呼ぶ。数井は、乳幼児だけではなく学齢期も含む「子ども」

は、不安な感情を自分で調整することがほとんどできず、養育者に適切に気持ちを整えてもらうこ

とを通して、感情を調整する機能を発達的に獲得していく。この不安の感情を取り払ってくれる養

育者に対しては信頼する気持ちを持つようになり、そのように大切に扱われる自分に対しては安心

感の気持ちを育むことを指摘する9。また数井は以下のようにも指摘する10。アタッチメント理論

の中心は、「恐れ」の調節にあるとされる。乳幼児が感じる「恐れ（不安や危機感）」を養育者によっ

て調整されることが繰り返される中で、アタッチメントは発達する。ここでの養育者は、多くは母
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親であるが、血縁関係とは無関係に継続的に養育に責任を持って関わる特定の他者を意味する。こ

の養育者が乳幼児のアタッチメント形成を助ける。乳幼児が何らかの危機・不安を感じネガティブ

な情動状態に陥る、泣く、発声、ハイハイ等養育者との近接を図るため、シグナルを出す。乳幼児

が出すこのシグナルがアタッチメント行動である。養育者と物理的にくっつく・近接する、その際

に養育者側から何らかの対応をすぐにしてもらえるという応答的対応があると、乳幼児の危機感・

不安が低減される。つまり養育者によって、乳幼児のネガティブな情動が調節されることによって、

乳幼児が安心する。その結果乳幼児が不安や恐れ、危機感がない状態、言い替えれば情動的にニュー

トラルな状態に戻るのである。

このアタッチメント行動及びアタッチメント・システムが活性化されている状態は、養育時間の

中で多くを占めているわけではない。アタッチメント・システムが活性化されていないときは、環

境を探索する探索行動及び探索システムが活発化する11。アタッチメントは、ジョン・ボゥルヴィ

を始祖とする考え方である。生後すぐから小学校就学までの子どもとしての「乳幼児」は恐怖や不

安・緊張等ネガティブな情動感情を感じた際、養育者に近づき接触を行うことで、そのネガティブ

な情動感情を和らげる。その養育者を安全基地として、徐々に行動範囲を広げ、探索活動を活発化

させる。養育者がアタッチメントを育み、安全基地として確かな存在であればあるほど、乳幼児は

外部の世界へ羽ばたいていける。近年保育実践においては、このアタッチメントを育むことに主眼

が置かれており、０〜１歳の乳児保育においては担当保育士制を取るところも存在する12。

アタッチメントは生後すぐから小学校就学までの子どもとしての乳幼児期の発達心理学におい

て、重要な理論であるが、その実践においては個人差が大きい。これは、育児が本質的に親子双方

の両方向のベクトルを持つものであることに起因する。そのため、同じ働きかけを行っても、親子

それぞれの気質・環境等によって、現れる結果が異なってくる。育児がそのような特性を持つ以上、

アタッチメントの育みにおいて万人に共通するものはないと思われるが、その中で比較的効果が高

く簡単に取り組める実践を、本論文では記述する。

本研究を実践する母親自身は自分の気質について繊細で、どちらかと言えば緊張感・不安感を感

じやすいとの認識があった。そのため、自分の子どもであるA（以下、Aと記す）が他の子どもよ

り、緊張や不安を感じやすいのではないかとの先入観があった。そのため、ボゥルヴィのアタッチ

メント理論を用いて、Aがストレス低減のための対処方略を安定的に構築できる支援実践を行った。

友田は、児童虐待により脳が変容するとの仮説を立て、被虐待下での脳に対する影響をMRIで可

視化することを試みている。友田の理論については今後もエヴィデンスを積み重ねる必要がある

が、児童虐待における広範囲な影響について、徐々に明らかになりつつある。児童虐待に限らず、

自然災害等様々な場面で、私たちは大きなストレスを感じその状況に適応するために、脳が変容す

る可能性を持つ。その脳変容に対する予防アプローチとしても、アタッチメント形成は注目を集め

ている13。以下に実践内容を示す。

表１ 呼名の工夫

Aの名前（Aちゃん）を呼ぶ際に、枕詞を意図的につけた。「お母さんの大好きなAちゃん」「お

父さんの大好きなAちゃん」「おじいちゃんの大好きなAちゃん」「おばあちゃんの大好きなA

ちゃん」等、事前に準備あるいは即興で様々な呼びかけを行った。単に１回だけ呼ぶだけでは

なく、「お母さんの大好きなAちゃん」「お父さんの大好きなAちゃん」「B先生（この先生には、

Aのなじみのある保育園の保育士等を当てはめた）の大好きなAちゃん」「皆の大好きなAちゃ

ん」等複数の枕詞を連続してつけた。
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生後１年未満の乳児期、１歳から小学校就学までの幼児期においては、自尊感情の基盤となる基

本的信頼感の育みが必要である。基本的信頼感の心理的発達段階における重要性はエリクソンに

よって主張されたが、この基本的信頼感の形成に重要な要素を占める肯定的な自己像の育みを主眼

に置いた14。乳幼児の好むリフレイン（繰り返し）や乳幼児の心理的特性「中心化」を加え、アレン

ジした15。

表２ 替え歌

アニメ「一休さん」の主題歌『とんちんかんちん一休さん』の歌の中のフレーズを取り出し、

改編し、意図的に歌うことを行った。「すきすきすきすきすきすき あいしてる すきすきす

きすきすきすき 一休さん」の一休さんの部分をAの名前であるAちゃんに替え、「すきすきす

きすきすきすき あいしてる すきすきすきすきすきすき Aちゃん」と、繰り返し歌った。

生後１年を経過するまでの乳児期においては、反復的な音声や叫び、笑い、泣きが、乳児の意思

を表す。個人差はあるがおおよそ生後１年を過ぎる頃から「マンマ、ブーブー」等の「意味のある

言葉」を、幼児は発するようになる。８ヶ月頃から２歳前頃までの時期に、本実践を行った。乳幼

児の好むリフレイン（繰り返し）、乳幼児の心理的特性「中心化」より着想を得て、基本的信頼感の

形成に重要な要素を占める肯定的な自己像の育みを主眼に置いた16。

表３ 指文字

愛着の形成には、触れること（タッチング）が大きな効果をもたらす。そのため、Aの身体の各

部分（主に背中、腹部も含む）に指で文字を書く働きかけを行った。この際、指で書く文字は

「好き」「大好き」等、肯定的な言葉に限った。Aにおいては、働きかけの始期はおおむね１歳過

ぎから開始した。一般的に幼児は否定的な言葉・乱暴な言葉を使うことによる大人の激しい反

応がおもしろく、わざと使う側面を持つ。この事象が見られるのは、新しい言葉を覚えること

自体が楽しく、子どもの中に周囲の反応を楽しむ余裕が生まれたおおむね３歳以降が多い。指

文字での働きかけ当時のAの月齢においては、親密な他者はおおむね母親であり、周囲の反応

を楽しむ段階まで発達できていない。そのため、Aが自ら否定的な言葉・乱暴な言葉を要求す

ることはなかったが、母親側からも「バカ」等の否定的な言葉・乱暴な言葉は、一切用いない

よう気をつけた。

本実践は、ヘネシー澄子17、テリー・M・リヴィーの行う「修復的愛着療法」から着想を得た。修

復的愛着療法は、現在アメリカでのみ行われている。修復的愛着療法の中の「タッチング」や出産

時に行われるカンガルーケア18、生後２ヶ月過ぎから行われるロッキングをアレンジした19。

実践時、Aの身体に母親が指で文字を書き、「これ、何て書いた？」と尋ねると、Aは「好き」等

と答えた。Aの方からも「大好きって書いて」と母親に対して要求が出るようになり、笑い合いな

がら母子間で「好き」「大好き」等の双方向のやりとりを楽しんだ。
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表４ うまれっこ

Aは体内で骨盤位であったため、予定帝王切開で誕生した。母親の腹部には、帝王切開による

手術痕が存在する。この手術痕を用い、生後８ヶ月時より、Aと母親の間で「うまれっこ」と名

付けた出産ごっこを行った。まず、母親が仰向けに寝て、Aを腹部の上に座らせる。腹部にA

を乗せた状態で「うーん、うーん」と腹痛のふりをする。「お腹が痛い、お腹が痛い」と痛がっ

た後（陣痛を模する）、「チョキチョキチョキ」と手でハサミを作り、手術痕のある母親の腹部

を切る真似をする。「おぎゃあ、おぎゃあ」と赤ちゃんの産声を真似た後、「やったぁ」とAに声

を掛ける。「やったぁ、Aちゃんが産まれたぞ。世界一の赤ちゃんだ。お母さんにとって、世界

一の赤ちゃんだ。すばらしい赤ちゃんだ」とAに話し掛けた後、Aを抱き締め、「Aちゃん、生ま

れてくれてありがとう」と繰り返した。この働きかけは当初、母親が「うまれごっこ」と呼ん

でいたが、Aが発音しやすい「うまれっこ」に変わり、その名前で定着した。

本実践は、ヘネシー澄子20、テリー・リヴィーの行う「修復的愛着療法」、ベッセル・ヴァン・デァ・

コークの行うトラウマ治療21の考え方から、着想を得た。修復的愛着療法の中の「タッチング」やト

ラウマ治療の中の「感覚を取り戻す」（五感を利用する）、出産時に行われるカンガルーケア、生後

２ヶ月過ぎから行われるロッキングをアレンジした。

母親や周囲がマイナスイメージを持ちやすい帝王切開の手術痕を手掛かり刺激にして、トラウマ

で発生するフラッシュバックからヒントを得て、アレンジした。母子双方が手術痕や出生に関し、

良いイメージを持てるように配慮した。Aの月齢が進んだ後は、受精から出生までを撮影した写真

集も併用した22。

表５ くすぐり

意図して身体接触を増やすため、おむつ替え終了時・起床時等、折に触れ、Aの腹部を「こちょ

こちょこちょ」と言いながらくすぐった。くすぐりの際、必ず決まった「こちょこちょこちょ」

という言葉を掛けることで、Aの期待感を満たした。またAの予測可能・予定調和な行動を常

にとることで、本児の安心感を育み、因果関係の理解に繋がることにつとめた。

本実践は、ヘネシー澄子23、テリー・リヴィーの行う修復的愛着療法、ベッセル・ヴァン・デァ・

コークの行うトラウマ治療24の考え方から、着想を得た。修復的愛着療法の中の「タッチング」やト

ラウマ治療の中の「感覚を取り戻す」、出産時に行われるカンガルーケア、生後２ヶ月過ぎから行わ

れるロッキングをアレンジした。

また、PTSDの発症を抑える「レジリエンス（弾力性）」25をAの中に育みたいと考えた。決定的な

損ないがないことが最善ではあるが、誰にとっても「何が起こるかわからない」のが人生である。

将来的なトラウマを乗り越えるための予防的取組として、Aがいつも安心感を得られるように配慮

した。

3.2 ペアレンティングトレーニングとしてのネガティブな情動（怒り）のコントロール

母親は教育機関に所属することもあり、叩く・怒鳴る・甘やかす等の暴力・暴言・過干渉による

デメリットに関し、知識があった26。一般的に、母親は出産経験により、子どもと一体感を感じやす

い。そのためアンガーマネジメント27をアレンジし、意図的にAとの間に境界線を引くことを心が
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けた28。具体的には、Aの行動によって突発的で強烈な怒り等のネガティブな情動を感じた際は、

「Cさん」とAを意図的に名字で呼んだ。母親はネガティブな情動を感じている間中、「Cさん」とA

を名字で呼び続けた。そうすることで、子どもは自分の連続線上にあるのではなく、自分とは異な

る人間で異なる人格を持つことを思い出すことを、母親自身が心がけた。

Aはどちらかと言えば、穏やかで粘り強い気質であったが、その粘り強さが頑固さとして発現す

ることもあった。時間的な余裕がないときに、Aが一度やりかけたことをやめず、困ったこともあっ

た。その際はAに対し、口頭で時間がないことを説明し、やめるように頼んだ。例えば、「急いでい

ます。Aちゃん、すみませんが○○をやめてください」。何回か頼んでもやめない場合は、母親は「急

いでいます。すみませんが、Cさん○○をやめてください」とAの名字を呼んで、丁寧に頼んだ。A

が行動をやめるまで、同じ文言・調子で、連続して頼み続けるブロークン・レコードテクニック29を

用いた。行動をやめた後、「私と一緒に△△してください」と頼み、行動を小分けにする、スモール・

ステップ30を用いた。そのうち、Aも母親が「Cさん」と名字を呼び始めた際は、「この行動は不適切

なんだな」と察するようになり、母親が「Cさん」と名字を呼ぶことは、少なくなっていった。また

そもそも論として、そのような状況をつくらない環境整備を母親自身が行った31。例えばそれらは、

時間に余裕を持つ、約束の相手に対して、事前に事情を話しておく等である。

3.3 応用行動分析（ABA）

3.3.1 視覚と言語化によるプロンプト

母親は、行動に移る前に対象物を示し、その上で行動を言語化することを心がけた32。

表６ ドアを開けて部屋に入り、ドアを開けて退出する場合

母：部屋に入る際、ドアの近くの壁を２度「コツコツ」と軽く叩く。

「○○（ドアに入って、部屋の中で行う行動）するから、この部屋に入ります」と声を掛ける。

↓

ドアを開けて、部屋の中に入り、行動を行う。

部屋の中での行動が終わる。

↓

母：ドアの近くの壁を２度「コツコツ」と軽く叩く。「○○（部屋の中で、行った行動）が終わっ

たから、この部屋を出ます」と声を掛ける。

↓

ドアを開けて、退出する。

次の行動に移る前に、必ず近くを「コツコツ」と２度叩いた上で、言語によって「次は○○する

ので、△△します」「次は○○するので、△△してください」等丁寧に予告・説明・依頼することを

心がけた。

表７ 靴を履く場合

母：Aの靴の近くの床を２度「コツコツ」と叩く。

↓

母：（Aがまだ自分で靴を履けない場合）「外に出るので、靴を履きます」。
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母：（Aに）靴を履かせる。

↓

母：（Aが自分で靴を履ける月齢になった場合）「外に出るので、靴を履いてください」（なかな

か靴を履かない場合は、母親が靴を指さす）。

A：靴を履く。

母：「靴を履いてくれて、ありがとう。お母さん、助かります」。

本支援は、視覚・音によるプロンプト（予告）と言語による行動の説明を組み合わせて、長期間

行った。

プロンプトは、徐々に減らすことが基本である。この支援は、Aが「貸して」「手伝って」等自分

の要求をある程度言語化できる状態まで続けられた。その後、次の行動を視覚で示す支援、例えば

行動に移る前に対象物の近くを２度叩くは、Aと母親間では自然に消滅した。言語による支援とし

ての次の行動の説明は、現在も続けられている。

表８ 靴を履きドアを開けて、戸外へ出る場合（言語による支援のみ）

母：「Aちゃん、一番は靴・二番はドアだよ」（見通し）「まず、靴を履いてくれる？」（言語によ

る教示）。

A：靴を履く（靴をなかなか履かない場合は、母親が靴を指さす）。

母：「自分で靴を履いてくれてありがとう。助かります」（標的行動を特定しない強化）「次は、

ドアを開けてくれる？」（言語による教示）。

A：ドアをあける（ドアをなかなか開けない場合は、母親がドアを指さす）。

母：「ドアを開けてくれて、ありがとう。助かります」（標的行動を特定しない強化）。

「Aちゃんが、そうやってお母さんのお願いしたことをいつもやってくれるから、お母さん凄

く助かるよ。お母さんをいつも助けてくれてありがとう」（標的行動を特定せず、適応行動それ

自体を増加させる強化）。

本実践においては、Aの「自分でやりたい」との思い（自発性）・「自分は役に立っている」（貢献

感）も、同時に満たすことを心がけた。適応行動の増加・自発性の受容・貢献感の育成の３要素を

満たすことを目的とし、実践を組み立てた。

3.3.2 シール（トークン）による社会的適応行動の強化

Aは元々非常に穏やかで、粘り強い気質であったた

め、特に問題行動が頻出するわけではなかった。また

母親による早期の働きかけがあり、他者による介入が

常に行われている状態であった。そのため、特に標的

行動を設定せず、Aの望ましい行動としての適応行動

をさらに促進・強化することを目的とした。強化教材

としては、月間スケジュールとしてのシール帳として

の手帳とシールを使用した。月間スケジュールの表の

横軸は、月〜日曜日まで７日間、日曜日が赤色となっ
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ている。その週間の横軸を利用し、Aが適応行動を行う度にシールを貼って強化した。何が適応行

動でそうでないかは、個人の価値観により影響される。ここでの強化は、母親の主観に偏らないよ

う、社会的な適応行動増加を目的とした選別とした。全体的な適応行動の増加を意図したため、即

時強化せず、適応行動が７個の赤色の欄まで待ち、達成されたらAの好む強化刺激を与えた。強化

刺激はAの好む菓子が多かった。またあらかじめ「ここまできたら、Aちゃんの好きなお菓子を選

んで買おうね」と、教示しておいた。

使用した手帳が７×５の35マスであったため、Aが35の適応行動を行いマスが全部埋まった35個

達成時は、７個達成時の通常の強化刺激に加えて、特別な強化刺激を与えた。

表９ シール帳とシールによる社会的適応行動の強化（通常の場合）

母：「Aちゃん、これAちゃんのシール帳とシールだよ」とシール帳を開く。

「Aちゃん、いつもお母さんのこと助けてくれるでしょう？Aちゃんがお母さんのことを助け

てくれる度に、このシールを貼ろうよ」とシール帳の横軸（月〜日曜日までの７日間を指でな

ぞり、日曜の赤の欄を指で指す）を示す。

「これ、ここの横全部シールで埋まったら、Aちゃんの好きなお菓子を買おうよ。Aちゃんが、

お母さんをいつも助けてくれるお礼だよ」。

↓

A：適応行動を行う。適応行動によって月〜日曜日の横軸がシールで埋まっていく。その際に

はAが自分勝手にシールを貼らないように配慮した。Aの適応行動の後、母親の指示でA自身

がシールを貼るよう教示した。日曜の赤の欄にシールを貼る。

↓

母：「Aちゃん、ありがとう。凄いなぁ。こんなにお母さんのことを、助けてくれたんだね。シー

ルがもう赤のところまできたよ。いつもお母さんのことを助けてくれるお礼に、Aちゃんの好

きなお菓子をプレゼントするよ。一緒に買いに行こう」。

↓

A・母：一緒にお菓子を買いに行く。

表10 シール帳とシールによる社会的適応行動の強化

（35の適応行動を行い見開きの１ページが埋まった場合）

母：「Aちゃん、もうすぐこのページ、シールで全部埋まるね」、「埋まったら、いつものプレゼ

ントの他にスペシャルプレゼントもあるよ。楽しみだね」と、あらかじめ、教示しておく。

↓

適応行動で、見開き１ページがシールで埋まる。

↓

母：「Aちゃん、凄いね。いつもお母さんのこと助けてくれるから、このページがもう全部埋まっ

たよ。いつも本当にありがとう」。

↓

A・母：シール帳（手帳）を開いて、一緒に見る。

↓

母：「ジャジャジャーン。これ開けてみて」と、用意していたプレゼント（いつもより豪華なお
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菓子）を渡す。

↓

A：プレゼントを開ける。

↓

母：「Aちゃん、お母さんをいつも助けてくれて本当にありがとう。また、お菓子を買いに行こ

うね」。

本実践においては、Aの「自分でできた」との思い（達成感）・「自分は役に立っている」（貢献感）・

「自分はこんなに頑張れるんだ」（自己信頼）も、同時に満たすことを心がけた。適応行動の増加・

貢献感の育成・自己信頼の育成の３要素を満たし、シール帳による視覚的な満足も得られるように

配慮した。

4．考察

本研究では、アタッチメント形成、ペアレンティングトレーニング、応用行動分析の観点から、

母親の介入について考察した。

アタッチメント形成では肯定的自己像を育むための呼名の工夫、基本的信頼感の形成のための替

え歌、スキンシップを意識した指文字、うまれっこ、くすぐり等を行った。ペアレンティングトレー

ニングとしてのネガティブな情動のコントロールでは、呼名の変更、ブロークンレコード、スモー

ル・ステップを意識してかかわりを行った。応用行動分析では、視覚と言語化によるプロンプト、

トークンによる社会的適応行動の強化を行った。

アタッチメントが適切に形成されると、母子間のかかわりに良い影響を与える。子どもが常に安

心感を持てる支援は、子どもの情緒を安定させる。子どもが安定すると、母も安定し、良いサイク

ルを生み出しやすくなる。意図して肯定的な言葉がけを行うことが自尊感情を育むことにもつなが

ると考えられる。

ペアレンティングトレーニングでは、子どもは、自分とは異なる人間で異なる人格を持つことを

思い出すことを母親自身が心がけ、暴力・暴言・過干渉に至ることを回避した。

応用行動分析ではプロンプトやトークンによって、適応行動の促進・強化を行った。

母子のかかわりは双方向であるため、それぞれの気質や特性を配慮しながら、継続的に介入を行

うことが重要である。
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